　　　　スペシャルオリンピックス日本・京都

　　　　　　　　　　　　　鴨川チャリティトーチウォークについて

　　

１、スペシャルオリンピックスとは

　まず、スペシャルオリンピックスの活動について説明しますこの活動は、1962年ケネディ大統領の妹のユニス・ケネディ・シュライバー婦人が自宅の庭を開放し知的発達障害を持った人たちのデイキャンプが始まりです。その後それらの人びとにスポーツプログラムを通じて楽しむ機会を与え、社会参加や、仲間を作る活動として世界中に広まってゆきました。そして1988年国際オリンピック委員会からオリンピックの名称を正式に使用することを認められました。現在180カ国が加盟し、250万人のアスリート（競技参加者）70万人を越えるボランティアが関わる世界的なプログラムとなっています。オリンピックと同じように4年ごとに世界大会（夏季・冬季）が開かれ多くの競技が行われています。
２、ＳＯ（スペシャルオリンピックス）日本・京都について

　スペシャルオリンピックスの日本での始まりは、1980年に「スペシャルオリンピックス日本」が創立されました。京都では、1966年に地区組織としてスペシャルオリンピックス日本・京都が設立され今年で創立１５周年となりました。その発足には、京都のワイズメンズクラブのメンバーも多く関わり組織作りやプログラム運営に大きな働きをしてきました。現在京都では12の種目が多くのボランティアの協力を得て行われております。
　スペシャルオリンピックスはその名前にオリンピックが使われているように4年に一度世界大会が開かれており、その選手を送り出すためにその前年に国内大会が行われています。また地域間の交流大会も行われており、それらの費用は全て会費及び寄附金でもって運営されています。
なお現在ＳＯ日本・京都の事務所は、京都ＹＭＣＡ三条本館4階のボランティアルームに置かれています。（京都以外では、ＳＯ日本・東京、ＳＯ日本・神奈川の地区事務所がそれぞれＹＭＣＡ会館内に置かれています）

３、鴨川チャリティトーチウォークについて

　前述しましたようにスペシャルオリンピックは4年ごとの国際大会その前年の国内大会それぞれが夏季大会、冬季大会とありますので毎年アスリート（競技参加者）を派遣しなくてはなりません。その為に費用がかかります。（当然参加者の自己負担もありますが、ボランティアや役員の派遣や大会参加費用がかかります）そこで、それらの費用を得るために多くの企業や個人に寄付をお願いしています。
　その一つとして京都では、オリンピックでおこなうトーチ（聖火）リレーを行い、参加団体に費用を出してもらうイベントを行って費用を集めています。そこでスペシャルオリンピックスの活動を市民に知ってもらう意味もあり鴨川の両岸を北山橋から二条大橋まで、橋ごとに聖火をリレーし最後は御池中学まで全員で歩きます。トーチをリレーするのはアスリートですが、それを各団体がサポートする形でアスリートと一緒に歩きます。京都ＹＭＣＡは、その協力団体として参加しています。（なお参加する方は費用はいりませんが、クラブとして可能ならＳＯへの協賛金をご協力いただければと思います。）
